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， イ 自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう弾；
’きまりを守り､明るいまちをつくりましょう ；

蕊、

1 礼儀をIしくし､うる3乱ﾉ”る誌をﾌくりましょう 。き

1元気可動き､豊かなまちをつくりましょう 霞
3

1 ．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましようさ
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’四
月
七
日
、
横
川
小
学
校
で
一
人
だ
け
の

入
学
式
が
行
わ
れ
、
上
級
生
か
ら
「
仲
よ
く

遊
び
、
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」
と
祝
福
さ
れ
ま

し
た
。新

し
く
一
年
生
に
な
っ
た
の
は
、
小
山
地

区
の
林
業
、
伸
長
政
男
さ
ん
の
二
男
、
政
二

君
（
六
歳
）
で
す
。
入
学
式
は
六
日
に
行
う

予
定
で
し
た
が
、
政
二
君
が
ハ
シ
ヵ
で
休
ん

だ
た
め
、
延
期
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

担
任
の
大
高
美
代
江
先
生
に
手
を
ひ
か
れ

て
式
場
に
入
る
と
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

政
二
君
は
、
十
人
の
上
級
生
に
「
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
、

山
口
校
長
か
ら
新
し
い
教
科
耆
を
手
渡
さ
れ

て
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

ぼ
く
一
人
の
秒

州
鰯
謝
乃
学
式

犠
獅
郡
学
較、

テレホンサービス「市政案内」は(3) 1 151 . 1 152です。



場の約23倍

あらまし
「
工
業
団
地
っ
て
、
ど
の
く
ら
い

の
規
模
な
ん
だ
ろ
う
」
と
か
、
「
働

い
て
い
る
人
は
、
ど
の
く
ら
い
だ

ろ
う
」
と
か
、
司
ど
ん
な
企
業
が

あ
る
の
だ
ろ
う
Ｌ
と
い
う
話
を
聞

き
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
松
久

保
工
業
団
地
と
手
綱
・
手
綱
Ｂ
工

業
団
地
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、

取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

」
《
）

【造成面積】
松久保団地

（赤浜）

至東京←

3つの工業団地の造成面積を今わせる

1,273,255m2になり、 これは後楽|鴬|球場

23倍の広さにあたI)ます。
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④
国道六号 二一三~菫而苔鷲

I ⑦
蕊

蕊鍾I

蕊緊灘 ⑥赤浜にある工業団地です。松久保

工業団地は、 111地取得が昭和44年か

ら46年まで行われ、逝成工事が11部Ⅱ

45年11月から昭和47年5月まで行わ

れました。分譲が昭和47年5月から

始められました。
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図番号 企 業 名

㈱中村自工深川製作所

恒和化学工業㈱

操業中①

市
内
の
製
造
業
の
事
業
所
数
と
従
業

者
数
を
昭
和
三
十
年
か
ら
昭
和
五
十
六

年
ま
で
の
推
移
を
み
る
と
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
除
々
に
で
は
あ
る
が
、

工
業
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

事業所数 従業者数
一
一
一

斤
同
一 Zノ

② 操業 中
676人昭和30年

ハヘ

CO

生化学工業㈱ 操業中

操業中

操業中

⑧
司庁

づ○ ○つ 1 ，424

印 ㈱永谷園本舗
40

4局

105 1 、742

戸1 刃製薬㈱LL 豆
'138 2,706

大建工⑧ 業 操業中㈱ 50 fコ
ー ISO1 コ屋

_ノL－ノ

e) 吉
向 萩商事㈱操業中 56 16E 3879

(2)(工業統計調音）



面積は後楽園球

工業団地の
隙

松
久
保
・
手
綱
・
手
綱
Ｂ
工
業
団
地

は
、
国
の
工
業
再
配
置
施
策
と
し
て
、

地
域
振
興
整
備
公
団
の
手
に
よ
っ
て
造

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
松
久
保
工
業
団
地
は
、
全
区

画
七
企
業
が
操
業
し
て
お
り
、
手
棡
・

手
綱
Ｂ
工
業
団
地
は
、
四
企
業
が
操
業

中
で
、
建
設
中
お
よ
び
進
出
予
定
の
企

全
体
で
従
業
者
数
は
約
千
百
人

一
》

緑
手綱・手綱B団地

（上手綱）
緑
地

⑩

地

業
が
六
企
業
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
れ
ら
の
団
地
で
働
い
て
い
る
人
は

約
千
百
人
で
す
。
そ
の
う
ち
、
地
元
雇

用
者
は
、
約
立
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
工

場
移
転
地
か
ら
の
転
入
肴
が
約
Ⅲ
一
パ

ー
セ
ン
ト
で
す
。
（
た
だ
し
、
す
で
に

市
内
に
定
住
し
て
い
る
人
が
い
る
た
め

一
概
に
数
字
ど
お
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
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》
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函

砥

》

鐸

部

垂

一

卦

一

一

害

一

》

一

緑
一

言

”

吻

剰

べ

へ

《

雪

冒

》

③
〃
〕

地

手綱B団地

｣／
手綱団地

上
手
綱
に
あ
る
工
業
団
地
で
す
。
手

綱
工
業
団
地
は
、
用
地
取
得
が
昭
和
川

十
六
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
行
わ
れ
、

造
成
工
事
が
昭
和
四
十
八
年
一
月
か
ら

哨
測
五
十
年
の
三
月
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
分
譲
が
昭
和
川
十
九
年
九
月
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
手
棡
Ｂ
工

業
団
地
は
、
用
地
取
得
が
昭
和
四
十
八

年
七
月
か
ら
昭
和
五
十
五
年
九
月
ま
で

手
綱
Ｃ
■
？
■
手

弱

二一一一

葬高識‘

岬
Ｂ

叩

岬

旧

い

け

’

し
た
。
分
譲
が
昭
和
五
十
六
年
十
月
か

ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

手綱工業団地 手綱B工業団地

行
わ
れ
、
造
成
工
事
が
昭
和

五
十
二
年
三
月
か
ら
昭
和
五

十
七
年
三
月
ま
で
行
わ
れ
ま

(3）

辛

図番号｜ 企 業 名

⑳ ｜新ヨ本職T㈱
/合

(巳

⑧

④

a

助川電気工業㈱

横島理化産業㈱

㈱安藤鐵工所

㈱ナカジマ|進出予定

操業中

操業中

操業中

操業中

図番号

／戸

に己

⑦
⑧
⑨

⑩）

産 業 名 ’
㈱杉原製作所|進出予定

ニダツク㈱|進出予定
日本ジョンソン.アン

ド・工クリブス㈱

フネン産業㈱

茨城くみあい培土㈱

建設中

進出決定

建設中



ｉ

が

縄
蓑
蟇

州
司欝

君
田
小

川
’
聞
こ
え
、
と
き

に
は
キ
ジ
の
姿
か
兇
ら
れ
ま
す
。

美
し
い
自
然
の
中
で
ぼ
く
迷
は
季
節
『
一
と
に
Ⅳ
塒
や
杣

物
を
勉
強
す
る
自
然
観
察
会
が
楽
し
み

六
筆
佐
川
和
人
で
す
。
冬
に
は
、
三
十
セ
ン
チ
も
雪
が

積
も
り
ま
し
た
。
か
ま
く
ら
を
作
っ
た

ぼ
く
達
の
学
校
は
、
町
か
ら
約
二
十
り
、
雪
す
べ
り
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

キ
ロ
、
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
山
あ
い
昨
年
は
六
年
の
佐
川
圭
子
さ
ん
が
、

に
あ
り
ま
す
。
全
校
児
童
が
六
十
一
名

で
す
か
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て
毎

日
楽
し
く
運
動

睡

因
一
三
三
二
三
三
一
三
三
三
三
三
一
一
一
三
一
三
一
三
三
一
三
三
三
一
一
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ｎ

な

雲

や

、

放

山
々
や
、
真
っ

▲若葉剣士会の婦人メンバー
落
田
小
汽
筵
翁
水
茎

商萩若葉剣士会は､発足以来今年で13年目。

小学生を中心に、週2回、東小学校体育館で

けいこに励んでいます。

会には､ 7人の婦人ﾒﾝパｰがいます。 f

供たちの練習を見て参加するようになった、

おIJさんたちで､す。

スポ ツ経験のないかたばかりですか．、熱

心に練習し、今では有段者が6人になりまし

た。

去年からは母の会も発足し、 r-供の非行防

止なと．に努めています。

イ1職者

○2段金成かつ子、米沢芥久美 f、清原

京r

o初段遠山鮫｢-、石坂のり子． 、 ユ|z丼玲子。

〆
）

蕊

脈
文
社
、
全
川
学
芸
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
川

俳
句
に
み
ご
と
佳
作
入
選
し
ま
し
ユ
ノ
Ⅱ

お
｝
Ｃ
Ⅲ
Ⅲ

｜
山
ぶ
き
を
地
ぞ
う
に
の
せ
て
届
Ⅲ

少
な
い
児
童
で
も
、
み
ん
な
で
力
を
川

合
わ
せ
、
巾
内
の
球
技
大
会
や
記
録
会
川

で
は
、
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
た
い
で
ｉ

２
年
佐
川
寿
美
子
さ
ん
の
作
品
川 llllllllllllll'1''''''''''''1lllllllllI''''''11|Ⅱ

￥
い
’
＃
入
弼
別
制
哺
＃
ｒ
１
Ｆ
ｈ
ｆ
ｌ
似
肌
謬
馴
ｆ
別
斜
ｒ
う
け
ｊ
ｆ
４
ｆ
洲
＃
入
ｆ
馴
拶
や
ｊ
Ｐ
Ｋ
Ｊ
淵
僻
哨
剥
昨
訓
ｆ

ｉ

－
蛤
剖
醒
錐
莚
細
捗
飛
翔
津
湖
鈍
鉦
抄
諦
－
ん
祁
峨

州
苧
わ
で
す
。
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
、
主
義
的
に

‐
一
顔
も
知
ら
な
い
か
た
か
多
い
も
の
で
な
っ
て
、

州
》
す
か
ら
」
と
詔
る
圷
義
勝
さ
ん
（
躯
近
所
つ
き
あ
い

Ⅱ
』

州
一
歳
）
Ⅱ
上
手
綱
。

を
洲

Ⅲ
言

川
《
圷
（
あ
く
つ
）
さ
ん
は
、

す
か

Ⅱ
丑

一
打
叶
垂
牝
池
坤
雫
唯
雄
心
い

む
す
。

一
会
の
鶉
い
”
／
シ
バ
‐
で
す
込
「
た

五

一
新
星
会
は
、
地
区
の
環
に
け
を
図

“
艫
孵
蕊
倒
鞘
域
溶
棚

》
３
年
目
に
な
る
．
こ

れ

ま

吻

凹

よ

う
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茨城県青年の船中国派遣団員の募集

i謹鰯灘鰯鋪篭
I します。
；期 日昭和58年10月19日(水)～10月31
＃

11(j 1) (13日間）

;訪問地 , ' ‘ '周(北宗天i ltっ亘凛｝

蕊鑑雷鼠蝿誰蝶照”
！ 年4月Ⅱ日現亦18j樋以上から

約35歳まで･の男女X
P

x ※団体行動が要求され、 1固人的
か

＃ イ ｣鋤か認められないので、単

； ：濟鰯噸震鰹
＃

しないでくだきい。
1

° 申込期限昭和58年6月18日(L)

; その他船内研修のばかに事前研修(，
リ ’ '間）事後研修（2日間）が
＄ あります。
『

＃ 申込方法必要耆類が教育委貝会社会教
＃ 育課（丑③1131）にあ')ます
＃

ので御連絡〈だきい。

（4）

＃

篇や 器笛準坐言やシ守粂＝華＝華＝歌舞や皇君 ●号奇や 豊訟皇訟 華

》
で
に
県
道
浴
い
の
草
刈
Ⅱ

－7．

；
１
》
癒
鰯
‐
「
今
の
時
代
強
く
望
ん
で
‐
い
る
。
一

蹴

》

弾
ｒ
八
が
ｖ
凸
弁
Ｖ
ハ
ザ
ャ
凸
仔
ｒ
公
涕
Ｖ
凸
斜
ぃ
八
斜
い
』

ｆ
い
ふ
が
い
訓
鮮
や
入
ざ
い
ｊ
が
い
１
弾
咋
凸
＃
い
入
が
い
州
が
守
入
＃
い
ふ

ず
ｒ
軋
浮
Ｖ
４
弾
い
凸
封
Ｖ
的
が
嘘
ｊ
Ｐ
１
‐
瀞
ｒ
弘
ｆ
Ｖ
４
弁
ｒ
４
が
い
入
瀞
Ｙ
訓
寺

一
、
盆
蹄
り
や
鳥
追
な
ど

一

ばグ

集
積
所
の
整
備
の
ほ

賎
浬
鵡
灘
一

一

ま
地
よ
う
か
」
と
会
の
活
動

に
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

く

ほ
「
今
年
は
、
ス
ポ
ー
ヅ
な
》

な
ど
・
の
伝
統
ど
を
通
し
て
、
外
の
地
域
の
青
年
会
耗》

行
事
を
帳
り
と
も
、
交
流
す
る
場
・
を
披
け
た
い
と
》

ｊ
け
る
た
め
考
え
て
い
ま
す
」

》

力
を
合
わ
せ
今
の
と
こ
ろ
、
会
に
独
身
者
が
多
》

て
き
た
。
い
の
が
悩
み
と
か
。
女
性
の
入
会
を
《

れ

ば

、

昔

Ⅱ

け
る
傾
向
か
あ
り
ま

、
味
気
な
い
も
の
で

ろ
い
ろ
行
事
を
行 l‐L”よ

浦
動
し
て
交
流

一
な
り
《壷

--一

…、.≦…』一宇＝準星雲言.…』霊…蒙箸戦…』妻寺金g雪弓､…戦9-g=g*



；…ず
親子の断絶、校内暴力一愛の不毛時代と

いわれる現代を、女として、妻として、母と

して、いかに生きるか。風雪の年月を生きぬ

いて来た「流れる星は生きている」の著者藤

原てい先生の講演会を開催します。

演 題 「これから期待される人間像」

私の歩んだ道をとおして

期 日 5月29日（日曜日)午後1時30分

場 所文化会館

第
一
幼
稚
園
（
本
町
）
で
は
、
こ
い

の
ぼ
り
の
泳
ぐ
空
の
下
で
、
園
児
が
元

気
よ
く
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
石
龍
平
さ
ん

か
ら
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
、
ふ
き
流
し

鐘

撫班

鍔

鶴‘零

な
ど
六
匹
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
か
た
た
ち
か
力

を
合
わ
せ
、
庭
に
建
て
ま
し
た
。

園
児
た
ち
に
、
「
元
気
で
育
つ
ん
だ
よ
、

僕
の
よ
う
に
大
き
く
な
り
な
さ
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

患鑑賞念懸

高倉健主演「幸福の黄色いハンカチ」の

鑑賞会を開催します。

期 日 5月31日（火|曜日)午後6時30分

場 所文化会館

※講演会・名画鑑賞会入場御希望のかたは、

下記の場所で入場整理券(無料)の交付を受

けてください。先着700人

文化会館、勤労青少年ホーム、市役所受

付、中央公民館

ー"

群議

凡例

函自転車置場

思1
’ 化イ

《
室

’ 自
転

｛
一
一
一

〈栗林義信と中沢桂
声楽ジョイントコンサート＞

･二期会を代表する､バリトン歌手栗林義信、

ソプラノ歌手中沢桂を迎え、水谷真理子のピ

アノ伴奏でクラシックコンサー1､を開催しま
4－ ,

ツ。

と き ： 7月10日(I I)午後2時開演

と ころ：文化会館

入場料:A席2,000円、 B席1,500円、

学生1,000円

発売日 ： 6月1日㈱から

プレイガイド＝田所書店、仲屋書店、 日立

市氏会館、 ピアノマー|､(磯

原)、文化会館

お問い合わせは、文化会館（窓③7411）ま

でどうぞ。

姥Z多矧

I■■ l■■ l■■ ■■ ■■ ■

三

三

二

三

三

三
二＝

軍

－

蕊 簿騨

駅束ロータリーに続き、駅西口にも自転車置場

が2箇所整備されました。通勤・通学に御利用

ください。

ifll利用のときは、順序よく並べ、他の人に迷惑

をかけないよう注意しましょう。

くれぐれも、放置したりすることのないように

お願いします。

場所 ･跨線橋下 （20台）

･駅構内北側(160台）

※使用料は無料です。

市体育協会卓球婦人クラブでは、 クラブ員

を募集しています。

気軽に始められる卓球に、参加してみては

いかか､ですか。

※練習○日時火。土曜日の午前9時30分

から12時

○場所市民体育館

初心者も歓迎します。参加御希望のかたは、

市民体育館（冠③2552） まで申し込んでくだ

さい。

（5）
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赤
浜
に
あ
る
茨
城
県
畳
高
等
職
業
訓

練
校
で
は
、
畳
工
芸
品
を
全
国
職
業
訓

練
校
展
示
会
に
出
品
、
今
年
で
六
年
連

続
し
て
、
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
。
訓
練

校
と
し
て
、
実
績
を
広
く
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
四
月
開
校
、
在
校
生

二
十
八
人
、
指
導
者
七
人
の
畳
専
門
の

訓
練
枝
で
、
畳
屋
さ
ん
の
後
継
者
ば
か

り
が
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
、
今
ま

で
に
約
百
五
十
人
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
修
業
年
限
は
二
年
間
。
全

員
が
坊
主
刈
り
姿
で
、
毎
日
厳
し
い
日

課
が
続
く
。
毎
朝
三
十
分
は
書
道
の
勉

強
、
そ
し
て
一
般
教
養
課
目
も
含
め
た

’雲訓練稜 ’

六
年
連
続

労
働
大
臣
賞
を
受
賞

畳
作
り
の
た
め
の
学
科
を
習
う
。
特
に

訓
練
生
自
ら
の
創
意
工
夫
を
重
じ
て
い

ま
す
。
単
な
る
畳
作
り
で
は
な
く
、
日

常
生
活
の
中
の
畳
を
、
工
芸
品
に
ま
で

高
め
て
い
く
若
者
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

実
習
場
わ
き
に
建
て
ら
れ
た
畳
工
芸

美
術
館
に
は
、
訓
練
生
の
作
品
千
数
百

点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
ご
ろ
、
在
校
生
が
精
魂
を
傾
け
て

仕
上
げ
た
御
仏
座
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で

二
千
五
百
年
の
歴
史
を
誇
る
と
い
う
イ

ス
ル
ム
ニ
ア
寺
院
に
、
大
使
館
を
通
じ

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
側

か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

全
国
七
校
あ
る
中
で
、
最
も
注
目
を

集
め
て
い
る
訓
練
校
で
す
。

〆
，
》

労働大臣賞を受賞した作品

こ
の
ほ
ど
、
高
萩
電
報
電
話
局
と
高

萩
郵
便
局
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
お
客
様

代
表
者
会
議
」
、
「
お
客
様
の
声
を
聰
く

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら
親
し
ま
れ
る
局
を
目
指
し
、

意
見
や
要
望
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

そ
れ
を
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
設
置
。
幅
広
い
分
野
か
ら
選
ば
れ
た

か
た
が
た
で
会
合
を
も
ち
、
意
見
の
交

換
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
・

先
日
第
一
回
目
の
会
合
が
開
か
れ
ま

し
た
。
電
話
や
郵
使
は
、
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
み
じ
か
な
も
の
で
あ
る
だ

け
に
、
積
極
的
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
お
客
様
の
声
を
蕊
く
会
」

ｒ
高
萩
郵
便
局

「
お
客
様
代
表
者
会
議
」

ｒ
高
萩
電
報
電
話
局

意 を、
､､《 ､急

反映

こ
ん
な
に
ひ
ら
け
た
地
区
に
、
キ
ジ

も
、
た
く
さ
ん
、
ふ
え
て
い
る
し
、
キ

ツ
ネ
の
マ
イ
ホ
ー
ム
も
あ
る
。

こ
と
し
の
三
月
中
に
、
筆
者
は
二
羽

の
雄
キ
ジ
を
、
車
の
中
か
ら
見
て
い
る
。

そ
こ
は
、
台
高
萩
の
第
九
分
団
詰
所

の
八
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
東
と
、
大
心
苑

の
構
内
と
で
あ
る
。

籔
の
中
を
自
由
に
歩
き
回
る
の
で
、

自
然
に
く
し
け
ず
ら
れ
た
羽
毛
が
、
照

り
輝
い
て
、
ハ
ツ
と
息
を
の
む
美
し
さ

だ
っ
た
。

前
述
の
場
所
近
く
で
、
同
じ
三
月
、

《
方
、
和
野
～
千
代
田
～
石
河
原
と
、
四

角
に
囲
ん
だ
道
路
の
内
側
が
、
鳥
獣
保

罐
区
に
な
っ
て
い
る
。
銃
も
ワ
ナ
も
使

え
な
い
。
お
き
て
を
や
ぶ
る
と
、
お
上

の
お
と
が
め
は
ひ
ど
い
。

鳥
獣
は
禁
猟
区
で
ふ
え
て
い
る

⑭：
！
み
じ
か
な
天
敵

マ

キ
ジ
ノ
オ
（
キ
ジ
ノ
オ
シ
ダ
）
雄
キ
ジ
の

尾
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名
か
あ
る
。

キ
ツ
ネ
の
交
通
事
故
が
あ
っ
た
と
聞
い

た
。
キ
ツ
ネ
は
、
ま
だ
、
冬
毛
の
ま
ま

で
、
そ
の
ふ
つ
く
り
と
し
た
淡
い
茶
褐

色
の
輝
き
が
、
瞼
に
焼
き
つ
く
ほ
ど
見

と
れ
た
と
も
言
っ
て
い
た
。

イ
タ
チ
の
交
通
事
故
死
は
、
市
街
地

の
人
で
す
ら
み
か
け
る
こ
の
ご
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
動
物
が
、
天
敵
と
な
っ

て
、
モ
グ
ラ
や
野
ネ
ズ
ミ
を
退
論
し
て

く
れ
て
い
る
の
は
、
表
彰
も
の
で
あ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
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「
山
こ
や
一
は
高
萩
市
欣
山
の
小
字

又
帳
ゞ
葱
諦
蓉
渥
灘

去

、み
、
く
過
ｊ
あ
る
．
秋
山
の
鎮
守
承
殿
神
社
あ
た
り

も

争
權
岼
一
寺
九
田
に
山
小
屋
が
築
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
．

命
‐
可
法
廿
志

犬
正
八
年
に
死
亡
し
た
妙
了
霊
な
ど
は
、

刷
州
》
，
錨
誰
孫
護
主
鋸
、

、

元
和
四
年
二
六
一
八
）
の
記
事
に
、

「
妙
栄
霊
八
月
八
日
し
ま
な
の
小

天
正
八
年
二
五
八
○
）
の
記
事
に
、
屋
の
う
ば
」
と
み
え
る
。
「
し
ま
な
の

「
妙
了
霊
八
・
十
八
や
ま
こ
や
」
小
屋
」
は
、
島
名
の
小
字
の
陣
小
屋
の

と
み
え
る
。
さ
ら
に
寛
永
血
年
（
一
六
こ
と
で
、
小
屋
下
の
地
名
も
残
っ
て
い

二
八
）
「
妙
泉
霊
八
月
八
日
や
ま
る
。
こ
こ
に
も
小
屋
古
館
と
呼
ば
れ
る

こ
や
干
丸
」
、
寛
永
二
十
年
二
六
か
な
り
規
模
の
大
き
い
館
が
築
か
れ
て

四
三
）
「
蓮
登
霊
二
月
二
十
日
山
い
た
の
で
あ
る
。

こ
や
助
作
三
十
三
才
」
、
「
覚
善
霊
寛
文
六
年
（
’
六
六
六
）
の
記
事
に
、

六
月
三
日
や
ま
こ
や
た
け
の
う
ち
「
妙
玄
霊
た
て
の
ほ
相
兵
衛
女

善
次
郎
」
と
あ
る
。
十
月
六
日
」
と
あ
る
「
た
て
の
ぼ
」
は
、

県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
民
と
県
政
の

橋
渡
し
を
す
る
役
割
で
、
県
の
施
策
に

対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
提
言
し
ま

す
。

任
期
は
、
米
年
の
三
月
ま
で
の
一
年

間
で
す
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

大
和
田
さ
ん

》
議
蕊
難

今
年
度
の
県

政
モ
ニ
タ
ー
に

大
和
田
誠
さ
ん

（
有
明
町
一
二
○
）
が
決
ま

り
ま
し
た
。

県
民
と
県
政
の

、
県
の
施
策
に

行
政
管
理
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
か

ら
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、
問

い
合
せ
を
行
政
相
談
と
し
て
、
常
時
受

け
付
け
て
お
り
、
関
係
行
政
機
関
と
の

間
に
立
ち
、
あ
っ
せ
ん
を
行
う
仕
事
を

蕊
Ｆ
愚
議
刀
ん

五
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は

「
春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
」

ー

行政相談員の

神長新一さん

し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
さ
ら
に
多

く
の
か
た
が
た
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
を
設
け

ま
し
た
。

行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
貝
神
長
新
一
さ
ん
Ｉ
島
名
一
三

九
四
（
窓
二
三
七
七
三
）
か
お
り
ま

す
の
で
気
帷
に
御
相
談
し
て
く
だ
き
い
。

相
談
日
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
水
昭

日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
で
、
場

所
は
、
市
役
所
市
民
相
談
室
で
す
。

－
１

’

三

一

三

三

一

三

一

一

一

三

三

一

一

一

一

三

三

一

一

一

三

一

三

三

三

三

三

三

一

三

一

一

一

三

三

一

三

三

三

一

三

一

一

三

ⅢⅢ

下
手
綱
の
小
字
館
の
坊
で
、
こ
こ
に
も
川Ⅱ Ⅱ

鎌
倉
時
代
の
館
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
川

秋
山
の
山
小
屋
あ
た
り

ﾆﾗ

識懲

総

三一’おイ

》
よ
、
７
か

そ
ろ
そ

を
し
て

ま
す
。本

年
二
月
一
日
か
ら
老
人
保
健
法
が

施
行
さ
れ
、
外
米
は
一
か
月
四
百
円
、

入
院
は
一
Ⅱ
三
百
円
（
二
か
月
限
度
）

の
一
部
負
拙
金
を
窓
Ⅱ
で
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
重
度
心
身

障
害
者
は
、
病
気
に
か
か
る
率
が
高
く

維
済
的
に
も
大
変
な
か
た
が
多
い
の
で
、

県
と
市
町
村
が
共
同
し
て
、
障
害
者
の

立
場
か
ら
こ
の
一
部
負
担
金
を
公
費
負

肌
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

壷
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る

か
た
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

か
た
て
す
。

①
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
保
持
し
、
一
級

ま
た
は
二
級
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

②
、
知
能
指
数
三
十
五
以
下
と
判
定
ざ

七
か
月
児
健
康
診
査

六
十
五
歳
以
上
の
重
度
心
身
障
害
者
の

部
負
担
金
が
公
費
負
担
さ
れ
ま
す

ー;

成
長
を
願
う
て
七
か
月
に
な
る
お
子
さ

唖
切
評
鋤

ん
を
対
象
に
《
小
児
科
医
の
診
察
心
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
手
入
れ
、
栄
養

士
に
よ
り
離
乳
食
の
作
り
方
（
試
食
）

保
健
婦
の
育
児
指
導
を
行
う
て
い
ま
戎
ゞ

お
気
軽
に
お
い
出
く
だ
さ
い
。

○
健
診
日
時
毎
月
第
四
火
曜
日

《
；
午
後
一
時
十
分
か
ら
二
時

貼
貼
鰯
零
串

Ｏ
場
所
篭
市
民
セ
ン
タ
↑
（
春
日
町
三

○
持
参
す
る
も
の
母
子
健
康
手
帳
、

》
：
バ
ス
タ
オ
ル
、
オ
ム
ツ

れ
て
い
る
こ
と
．

⑧
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
保
持
し
三
級

に
該
当
し
、
か
つ
、
知
能
指
数
が
五

十
以
下
と
判
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

側
、
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
年
金
ま

た
は
障
害
福
祉
年
金
の
受
給
権
者
で
あ

っ
て
、
一
級
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
、
療
育
手
帳
を
保
持
し
、
「
Ａ
」
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
。

翌
病
院
等
に
は
、
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
⑱

受
給
者
証
、
⑬
請
求
書
を
持
っ
て
い
く
、

翻
⑬
受
給
者
証
と
⑬
請
求
書
は
、
市
役

所
の
窓
ｕ
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
（
狂
三
一
二
二
内
線
二
二
五
）
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

⑩
衛
生
課
保
健
婦
１

けf
l』〃
f私l;:

IKL,;;
了－ず養列罫;さ

＝－－言_=＝一一圭墓菫＝~＝_
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「
利
用
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
利
用
時
間
は
九
時
か
ら
午
後
九

時
（
た
だ
し
、
日
曜
日
は
午
後
五
時
ま
で
）

休
館
日
は
、
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、

年
末
年
始
。

判割引Ａｍｌ力〆
五
歳
未
満
の
働
く
青
少
年
の
余
暇

活
動
や
、
仲
間
づ
く
り
が
楽
し
く

気
軽
に
で
き
、
｜
人
で
も
、
グ
ル

ー
プ
で
も
利
用
で
き
る
若
人
の
た

め
の
施
設
で
す
。

最
近
、
成
人
病
、
貧
血
、
子
供
の
骨

折
、
虫
歯
の
問
題
な
ど
が
多
く
、
健
康

に
つ
い
て
関
心
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
毎
日
の
食
生
活
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
の
は
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。

食
生
活
を
見
直
し
、
よ
り
健
康
な
家

庭
や
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、
一
定
の

勤
労
冑
少
年
ホ
ー
ム
は
、
市
内
ホ
ー
ム
で
は

に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る

十

Ｊ
‐
ヨ
ー
同
ノ
１
１
」
士
も

川
○
二
九
四
１
１
二

三

三

一

一

三

三

三

三

三

一

三

一

一

一

三

三

三

三

三

一

三

三

一

三

三

三

三

一

三

一

三

三

一

三

一一

一一

一

三

三

二

一
三
一

三

三

一

一

一

三

三

一

一
一
三

三

ホ
ー
ム
の
利
用
は

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

蕊
隆
鍾
気

二三

年

あ
な
た食
も

講
習
を
受
け
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
の
か
食
生
活

改
善
推
進
員
で
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、

市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
た
で
あ
れ
ば

け
っ
こ
う
で
す
の
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
募
集
人
員
三
十
人

各
柿
講
座
の
開

講
、
ク
ラ
ブ
活
動

や
各
種
行
事
の
開

催
等
に
自
由
に
参

加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

毎
週
、
テ
ニ
ス

（
硬
式
）
、
、
ハ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
卓
球
、

フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ｉ
、

社
交
ダ
ン
ス
の
各

ク
ラ
ブ
が
活
動
し

て
お
り
、
各
ク
ラ

ブ
部
員
を
裳
集
し

斗
十
手
羊
ｑ
〃
。

ー

一
〆 －－

ｰ

1
壺
竺

蕊
f二

○
講
習
期
間
六
月
～
八
月
五
十
時
間

○
講
習
内
容
公
衆
衛
生
、
食
品
衛
生
、

栄
養
（
講
義
と
実
習
）
環
境
衛
生
、

｜
般
教
養
な
ど

※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
（
盃
三
’
二
一

一
一
内
線
二
八
八
）
へ
お
問
い
合
せ

ノ
く
、
だ
さ
い
。 （時間午後6時30分～8時30分）

※申込者は直接ホームで手続きして 満
"ざ基I
－L

青年教室受講生の募集

識か 青春時代のあなたにおくるプロク、ラム、 より充実

した生活を送るために、若人どうしの友情と親ほ〈

を深めながら、 ともに考え､語り合ってみませんか。

次
の
か
た
が
た
が
民
間
」
父
通
指
導
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
二
年
間
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
交
通
安
全

を
推
進
し
、
事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

照
山
昭
一
（
安
良
川
）
、
根
本
昇
（
胤

名
）
、
鈴
木
昭
司
（
大
和
町
）
、
大
友

一
術
（
来
本
町
）
、
佐
々
満
（
安
良
川
）
、

柴
出
正
文
（
石
滝
）
、
仏
藤
弘
（
高
浜

○
と
こ
ろ
一
回
か
ら
四
回
ま
で
は
ホ
川

ｌ
ム
、
五
回
、
六
回
は
文
化
会
館
州
意
・
混
掩
蕊
蕊
蕊
鞍
騨
蕊
弾
湧
・
郡
．
．
‐
．

Ⅱ
Ⅱ
。
■
●
■
。
■
●
■
凸
■
■
・
■
■
●
わ
■
■
①
■
■
●
●
■
■
“
●
■
■
●
叩
■
●
・
ロ

○
対
象
者
未
婚
の
男
・
女
Ⅱ
・
・
・
・
・
・
・
・
窟
・
帥
・
篭
・
》
・
”
・
邸
・
鍵
弾
溌
誇
蕊
韓
蕊
韓
葱

Ⅲ
梱
国
税
モ
ー
ー
タ
ー
念
篭

○
定
員
五
十
人
Ⅱ
・
・
帥
・
蕊
蕊
韓
弾
溌
・
謡
・
》
・
”
・
郡
・
津
‐
印
・
・
・
・
心
・
酌
・
津
・
岬
・
“
・
邸
‐
》
・
賑
・
・
、
．

○
受
講
料
一
、
○
○
○
円
（
教
材
費
な
ど
爪
税
金
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
御
意

○
申
込
期
間
五
月
二
十
日
ま
で
に
勤
川
見
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
Ⅲ
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
と
脱
務
署
と
の
べ

Ⅲ
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
と
税
務
署
と
の
パ

月 日 内ﾛ数 方 法合

民
間
交
通
指
導
員
を
委
嘱

開祇式､班別男･女混合ビｰﾁｰパﾚｰポ ﾙ大会 q冒 技ﾌペ5/24㈹I

亨
5/25伽 ﾉ1,料理の味と作 ) フ 調理実習

講話 ・

話し合い

２

5/26巾間違ってい菫せんか?あなたの‘|蜘識(その1）

5/27㈱間違っていませんか？あなたの性知制(その2）４

5/2M日) |淵県てい魅講演会
5/3,,k) |名I職賞会 幸桶の鈍い

三笠
ﾛ将５

６
’

間

映IM鑑賞カチ」

川
イ
ブ
役
と
し
て
、
国
税
モ
ニ
タ
ー
を
民

川
間
の
か
た
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

川
国
税
モ
ニ
タ
ー
は
、
納
税
者
の
皆
さ

川
ん
か
ら
税
金
に
つ
い
て
の
御
意
見
、
御

川
希
望
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
聞
き

川
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
稚
に
御
利
用

川
く
だ
さ
い
。

Ⅲ
五
十
八
年
度
の
国
税
モ
ニ
タ
ー
は
次

川
の
か
た
て
す
。

川
益
子
君
代
Ⅱ
大
和
町
二
’
五
五
（
ａ

Ⅲ

三

二
四
三
四
）

Ｉ
お
酒
の
販
売
に
は
免
許
が
必
要
で
す
・

州
免
許
を
受
け
な
い
で
酒
類
を
販
売
す
る

Ⅲ
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
御
注
意
く
だ

Ⅲ
さ
い
。
不
明
な
点
は
、
日
立
税
務
署
（
空

T

町
）
、
樫
村
幸
一
（
下
手
綱
）
、
石
龍

馬
（
本
川
）
、
照
沼
忠
二
（
春
日
町
）
、

沼
田
武
美
（
秋
山
）
、
佐
藤
た
み
子
（
有

明
町
）
、
鷲
野
谷
利
雄
（
有
明
町
）
、

関
根
利
雄
（
上
手
綱
）
、
大
越
稲
（
高

戸
）
、
伊
藤
克
紹
（
春
日
町
）
、
佐
川

利
明
（
高
浜
町
）
、
鈴
木
栄
（
赤
浜
）
、

斉
藤
栄
治
（
島
名
）
、
斉
藤
光
則
（
秋

山
一

(8)

教室名

茶 道

着 付

書 道

料 理

実施日

火 Ⅲ'＆ 日

水曜 日

木曜 日

木・金|哩日

受講料

９
１
９

Ｆ
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

５
０
５

Ｌ
Ｌ
１

各2,900円



中央公民館で学級・講座生を募集

鍵灘や議蕊馨灘艇謬 鋤点
趣味や教養を身につけるため、余暇

を上手に生かして、各種の講座なと．に

参加しませんか。

中央公民館て､は、 58年度の学級・講

座生を募集しますので、御希望のかた

は、好きなコースを選んでお申し込み

ください。

○申込期間 5月9日 （月）から5月

21日まで、 午前8時30分から午後

511寺まで（土曜日は正午まで、 日

曜日は受け付けいたしません）

○申込方法申込書が中央公民館にあ

りますので、記入のうえ直接申し

中央公

込んで､ください。電話の'但し込み

は受け付けいたしません。

▽5番から13番まで､は一人につき一

誰座とし、二つの申し込みはで､き

ません。

▽受誰料は無料で､すが、実習材料費

視察・見学群、会迎営費等は各自

負担とな'）ます”

▽講座については、初心者を対象と

｜牛す
一一′O

▽申込者が定員を超えた場合は、拙

－ 選で､決定します。

▽抽選の結果、 もれたかたのみ後日

通知いたします。

○詳しいことは、 中央公民館(a@

1125）へお問い合わせください。

の 様 式 一害申 込

年齢| 付希望す~る学級・講座名 氏 名性別

へ～一～ーへ＝一一一…一一一一～一～一

氏 名 性別
同（ 逝話

1

F

日壺一

民館が開設す る学級 。 講座

期 間 回
番号 学級・戦室・講座名

曜 日 時

‘ 高硫考火学瓢-鯛4"":i_h

， 市 民 』《 鴬偽侭鴻午後, :;_:
6月～9月 月 2

3 中央家庭教育学級
第1 ． 3月曜午前9 ： 30～11

ｌ２ｌ３

募集+ 1．齢 ミヒ

A,」氷fl Rp
八貝

講師等

各専門講師

数
間
一
仙
刈
一
回
Ｎ
｜
回
洲

主 な 学 習 内 容

棚嚇 '，
社会の変化に対応し、

的に求めながら、み／

し、 健康維持や生きかいを積極

攻んなで楽しく話し合う大学．

４

80 各有料講師 市民として、 また家庭人として、広い祝野と豊か
な心でよりよい生斫を考える。

帥 料専旧叢伽鰯維制穂識瞬戦章

一般成人| 80

′1,．中･高生

をもつ親

6月～り
婦 人 学 級 倉

第2 月

'二1

月 1 回一般婦人ﾉｺ

|曜午前9 ； 30～11 ； 30

婦ﾉ、として必要な教養、趣味を探めよりよい生き

方を考える。
40 各卑門講 、

月

曜夕
１
迅

０

１
１

３

一月

１

か
り
姑
弟

声
咋
エ伽

二
青
口確

一 人

人
成
成

凡
「
入
ル
又

巾
川
で
川
刊
や

回
洲

回
別

２
３
２
３

月
洲
月
刈

M一儀肱A|" |永山厳光 傭'簔継割榊偲獅岫を主’0

午後］

風景･静物・人棚i'i写の』if本から実技指導‘ 絵 直' 稲 礎 靴]懇筐臘‘
ー

伊藤龍馬20

苦の心から、書 迄 ‘・ 哩鮒J#瀧荊9 :外n
月 4

革［芸露座鰯~31鯛午購1 : 30~3
月 2

版 画 灘座愚猟,順¥ifl : 30~3
H 2

藤工蓄歳鴎鳥伐'鰹‘前9＃i

工

騰

回
刈
一
回
訓
一
回
別
回
刈

回
釦
一
回

-"A|'' 笠滞喜之肋’
７
’

書きﾌの堆本指導

一般成人 20 1佐藤シズエ レザークラフ|､の製作･実技指導。８
’
９

Ⅲ

1

|大崎 §‘江股成人’ 20 木版、の基本から実技指導。

藤工芸')創作から実技指導

華

一般成人’ 20 鈴木珠江

高惰さ く 生け方の基本から、実技指導。 （池坊）

大山靜子 お茶の,心､と、お茶の立てﾌの基本指導。

菖 灘 唾|罰淵l¥im,;
月 ２
弧

11 一般成人 20

茶 1" " '' |&l-3!;;Tii, M
月

一般成人12 20
11 : 30 1

一
日 H

一
回
洲

6月～12月
座

第2 ． 4月曜
13 料 埋 講

14 少年サマースクー14

2

午前9 ： 30～11
一般婦人 20 '1，池 貞 家庭料理のいろ’

市鰹生，' 篇割‘'繧脅 #鯆臘：
自然に親しみなか肌３９２８２月７ (2泊3日） ら心身を鍜錬し

交流を図') 、親ばくを深める。

少年どおしの

国立磐梯青年の家

(9)



ー

一
は
が
き
無
料
配
布

「
１
１

身
体
の
不
自
由
な
か
た
（
１
級
ま
た

は
２
級
）
で
、
３
月
証
日
現
在
満
６
歳

以
上
の
か
た
に
郵
便
は
が
き
加
枚
を
無

料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

市
役
所
衛
生
課
が
各
家
庭
に
配
布
し

た
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
昭
和
弱
年

３
月
弧
日
ま
で
の
一
年
間
の
予
防
接
種

な
ど
行
事
予
定
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ
い
。

’ I 衛生
カ
レ
ン
ダ
ー

I

I II ！L一一一一」

津､〆弓率を灘熟:；j『癖溌

《”“鈎心f"1# $』･ﾄ ミ

鐸

，
~

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
際
的
な
救

護
活
動
と
と
も
に
、
国
内
に
お
い
て
は

災
害
救
護
活
動
、
血
液
事
業
、
医
療
活

動
な
ど
、
日
常
の
暮
ら
し
に
直
接
つ
な

が
っ
た
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。
一

戸
ご
と
の
一
般
社
員
費
（
年
額
３
０
０

三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

三

三

三

三

三

三

三
三
三

一

三
三

Ｆ

御
希
望
の
か
た
は
、
郵
便
局
に
身
体

障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
御
持
参
の
う
え
、

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
の
か

た
の
お
申
し
出
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。

申
し
出
の
期
限
は
、
５
月
訓
日
ま
で

《
」
羊
ｑ
／
◎癖

お手蒔き会場の春

山鳩のこだまする、萩の丘をサイクリングしながら、お手蒔
／一一

一 き会場を尋ねた。遅桜も終って若葉が美しい。先年両陛下をお
迎えしての会場は、その後もよく手入れされ、市民の憩いの場

となり、子供連れで賑わっていた。帰りの坂道で紫式部を見つ

けだ。舂はまさにたけなわ~である。 絵と文伊藤龍馬

l川Ⅱ11川'1 Ⅱ1 11 1川Ⅱll ll l I l lⅡl川 l l ll l l I l l ll I l l l l Ⅱ111 1Ⅱ l l l l l l l l I I Ⅲ l l 川 ' ' ' ' 1 l U l lⅡ l l Ⅱ l l l l I lⅡ l l l l l l l l l ll l l l l l I l l l I I 1 I I l l

円
以
上
）
は
連
絡
員
が
、
特
別
協
賛
社

員
費
（
年
額
１
，
０
０
０
円
以
上
）
は
、

地
区
民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で

御
協
力
く
だ
さ
い
。

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

食

中

毒

の

事

故

防

止

’
’
’
’
１
１

１

１

｢＝弓〒

l
高
萩
保
健
所
で
は
、
飲
食
店
な
ど
に

お
け
る
食
中
毒
事
故
防
止
の
た
め
、
検

使
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
飲
食
物
を
取

り
扱
っ
て
い
る
従
事
者
は
、
全
員
検
査

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

家内""(内職)の相談」 …
…5月の納税一

’婦人就業センタ は、家庭の外て働くことの

できない主婦・寡婦などのかたに対し就業に必

要な技術および知識の講習を実施し、 また内職

についても相談あっせんに応じています。

※出張相談

○場所高萩公共職業安定所（狂②2549）

○相談日偶数月の第4木曜日 （6月23日、 8

25日なと｡）午前1011寺30分～午後2時。

詳しくは、水戸市千波町588番地、茨城県婦

人就業援助センター（壷0292 41-2989）へ。

(全期）

(1期）

月31日

軽自動車税

国民健康保険税

納期限 5

な
お
、
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
か
た

は
、
左
記
の
場
所
に
採
便
容
器
を
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
会
場
高
萩
保
健
所

○
容
器
配
付
日
時
６
月
Ⅳ
日
、
午
後

２
時
～
４
時

○
検
体
収
集
日
時
７
月
６
日
、
午
前

９
時
鋤
分
～
Ⅱ
時

○
検
査
料
１
人
５
０
０
円

※
異
常
の
な
い
か
た
に
は
、
結
果
通

知
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
御
承
知
く
だ
さ

い
。～人口と世帯

；前月比

用手続e 卜道路專
I

人口 33， 220

16，278

16， 942

9， 825

58年4月1

－59h

-43男
‐
女

道路は、皆さんが通行するためにつくられた

ものです．

通行以外の目的に使用す~るとき （看板・ 日よ

け）は、道路占用許可を受けてください。

○連絡先 日立市滑川町1 14－6

日立国道出張所 （狂0294-23 3455）

6月の日曜当番医

16[ 一

十

Ｊ

七
〔
ｎｉ１ -20

EI現在）

○
山
上
シ
ゲ
さ
ん
Ⅱ
高
浜
町

社
会
福
祉
へ
３
０
０
０
０
円

○
下
田
栄
子
さ
ん
Ⅱ
石
滝

・

社
会
福
祉
へ
１
０
０
０
０
円

○
柴
田
武
さ
ん
Ⅱ
東
本
町

社
会
福
祉
へ
７
３
６
０
円

○
国
井
伝
次
さ
ん
Ⅱ
春
日
町

老
人
福
祉
へ
２
０
０
０
０
０
円

○
渡
辺
勝
敏
さ
ん
Ⅱ
高
萩

臨
海
学
園
へ
７
８
０
０
円

圏
寄
贈

○
束
幼
稚
園
父
母
と
先
生
の
会

設
備
充
実
の
た
め

紙
芝
居
セ
ッ
ト
・
鉄
棒
な
ど
５
点

○
松
岡
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

屋
外
行
事
用
と
し
て
テ
ン
ト
ー
張

滝川医院

白土医院

諸原医院

立花医院

十王医院

滝川医院 偲
具
唾
埠
も

|春日町 ０

７

３

２

０

９

１

１

１

６

１

５

３
２
３
３

③

②

③

②

町

町

戸

町本

蔀

葬

高

束

5月22日

善
意
あ
り
が
と
う

29日

6月5日

12日

十工町 02鷲6‘
安良川 ③2318宍戸医院｜安良川19日

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです

⑩


